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  Memorandum   for   Blue   Inc.   (Team   1)                                

凡 例 ︓ ユ ニ ド ロ ワ 国 際 商 事 契 約 原 則 2016→ 「 UPICC 」 /   問 題 ⽂ 中 パ ラ グ ラ フ → 「 ¶ 」   
      UNCITRAL 仲 裁 規 則 2013→ 「 UNCITRAL 仲 裁 規 則」   
      外 国 仲 裁 判 断 の 承 認 及 び 執 ⾏ に 関 す る 条 約 → 「ニュー ヨー ク 条 約」   
      別 添 3-1   ヒ ロ ミ・ レッ ド の 陳 述 書、 < 別 添 メ モ >→ 「別 添 3-1 」、 「別 添 メ モ」   
      別 添 3-2   タ ロー・ ブ ルー の 陳 述 書 → 「別 添 3-2 」   
      別 添 4   レッ ド 社 と ブ ルー 社 と の 間 の 売 買 状 況 → 「別 添 4 」     
      別 添 5   電 ⼦ メー ル → 「別 添 5 」 /   別 添 6   Sales   Contract→ 「別 添 6 」   
      別 添 7   電 ⼦ メー ル → 「別 添 7 」 /   別 添 8   電 ⼦ メー ル → 「別 添 8 」   
             別 添 9   Exclusive   Distributorship   Agreement→ 「別 添 9 」   
      別 添 10   「ク レ ナ イ」 と 「カ ン パ イ」 の 購 ⼊・ 販 売 実 績 → 「別 添 10 」     
      別 添 11   EXCLUSIVE   DISTRIBUTION   AGREEMENT→ 「別 添 11 」   
             別 添 12   ASSIGNMENT   OF   CONTRACT→ 「別 添 12 」 /   別 添 13   電 ⼦ メー ル → 「別 添 13 」   
         別 添 14   電 ⼦ メー ル → 「別 添 14 」 /   別 添 15   電 ⼦ メー ル → 「別 添 15 」     
             別 添 16   「ブ ルー・ ワ ン 事 件」 「カ ン パ イ 事 件」 の 争 点 → 「別 添 16 」   

《ブ ルー・ ワ ン 事 件》   
争 点 (1)   ブ ルー 社 は レッ ド 社 に 対 し て、 ブ ルー・ ワ ン 200 ケー ス を 引 き 渡 す 法 的 義 務 を 負っ て 
い た か。   
主 張 の ⾻ ⼦   
1.   両 者 の ⾏ 為 に は 契 約 に 拘 束 さ れ る 意 思 が 存 在 し な い た め、 契 約 は 成 ⽴ し て お ら ず、 ブ ルー 
社 は レッ ド 社 に 対 し ブ ルー・ ワ ン 200 ケー ス を 引 き 渡 す 法 的 義 務 を 負っ て い な い。   
(関 連 条 ⽂ ︓ UPICC 第 2.1.1 条、 第 4.3 条)   

1-1.   契 約 が 成 ⽴ す る た め の 要 件   
  UPICC 第 2.1.1 条 は、 契 約 は 合 意 を ⽰ す の に ⼗ 分 な 当 事 者 の ⾏ 為 に よ り 締 結 す る こ と が で き 
る 旨 を 定 め て い る。 こ こ で 「合 意 を ⽰ す の に ⼗ 分 な 当 事 者 の ⾏ 為」 と は、 「契 約 に 拘 束 さ れ 
る 意 思」 の 存 在 を ⽰ す 当 事 者 間 の ⾏ 為 で あ り、 UPICC 第 4.1 条 以 下 が 定 め る 基 準 に 従っ て 解 釈 
す る 必 要 が あ る (UPICC 第 2.1.1 条 注 釈 2) 。 つ ま り、 本 件 に お い て  ブ ルー 社 お よ び レッ ド 社 が 契 
約 に 拘 束 さ れ る 意 思 を 有 し て い た か ど う か  を 判 断 す る た め に は、 UPICC 第 4.3 条 各 号 に 挙 げ ら 
れ る 事 情 を 考 慮 し な け れ ば な ら な い。   

1-2.   本 件 の 検 討   
  本 件 に お い て、 両 者 と も 2010 年 10 ⽉ の ⾯ 談 の 際 に  契 約 書 は 作 成 し て い な い  と 陳 述 し て い る 
(別 添 3-1,   3-2) こ と か ら、 別 添 メ モ は 契 約 書 で は な い。 両 者 が ⾯ 談 を ⾏っ た 時 点 で は、 話 し 
合っ た 事 項 を  最 終 合 意 と し て 確 定 さ せ る 契 約 書 を あ え て 作 成 し て い な い  こ と か ら、 双 ⽅ と も 
今 回 の 話 し 合 い で の 決 定 事 項 を 法 的 拘 束 ⼒ の あ る 合 意 と す る 意 思 は な かっ た (UPICC 第 4.3 条 
(c)) 。 ま た、 解 除 の 定 め や 準 拠 法 な ど、 継 続 的 売 買 契 約 を 成 ⽴ さ せ る た め に 最 低 限 必 要 で あ 
る と 考 え ら れ る 内 容 に つ い て は、 ⾯ 談 に お い て 何 も 決 定 さ れ て い な い (UPICC 第 4.3 条 (a)) 。   
  さ ら に、 別 添 メ モ に 従っ た 取 引 も な さ れ て い な い こ と か ら、 両 当 事 者 が ⾯ 談 に お い て メ モ 
の 記 載 内 容 に 拘 束 さ れ る 意 思 は 存 在 し な い。 実 際 の 取 引 は 必 ず し も 話 し 合 わ れ た 数 量 や 価 格 
で ⾏ わ れ て い た わ け で は な く (別 添 4) 、 両 者 の 状 況 に 鑑 み て、  毎 年 契 約 書 を 締 結 す る こ と で ⾏ 
わ れ て い た  (¶17,   別 添 3-2) 。 つ ま り、 本 件 取 引 は、 毎 年 締 結 さ れ る 契 約 書 に よっ て 初 め て 法 的 
拘 束 ⼒ を 有 す る も の と なっ て い る (UPICC 第 4.3 条 (b)) 。   
  な お、 2013 年 の タ ロー・ ブ ルー ⽒ の 「合 意 を き ち ん と 守っ て 欲 し い」 と い う 発 ⾔ は、 法 的 
に で は な く 両 者 の 信 頼 関 係 に 基 づ い て、 ⾯ 談 で 話 し 合っ た 基 本 ⽅ 針 を 尊 重 し て 欲 し い と い う 
趣 旨 に す ぎ な い。 (別 添 3-2,   UPICC 第 4.3 条 (c)) 。   
  以 上 の こ と か ら、 UPICC 第 4.3 条 に 挙 げ ら れ る 諸 般 の 事 情 を 考 慮 す る と、 両 者 が 契 約 に 拘 束 
さ れ る 意 思 を 持 つ こ と を ⽰ す の に ⼗ 分 な 当 事 者 の ⾏ 為 が 存 在 し た と は い え な い。 よっ て、 ブ 
ルー 社 と レッ ド 社 の 間 に ブ ルー・ ワ ン 200 ケー ス に つ い て の 売 買 契 約 は 締 結 さ れ て お ら ず、 
ブ ルー 社 は レッ ド 社 に 対 し て ブ ルー・ ワ ン 200 ケー ス を 引 き 渡 す 法 的 義 務 を 負っ て い な い。   
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争 点 (2)   ブ ルー 社 は、 ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス に 関 す る 2020 年 9 ⽉ 26 ⽇ 付 売 買 契 約 に 関 し て 債 
務 不 履 ⾏ 責 任 を 負 う か。   
主 張 の ⾻ ⼦   
2.   本 件 に FOB は 適 ⽤ さ れ ず、 そ の 結 果 導 か れ る 引 渡 し 地 点 に て ブ ルー 社 は ブ ルー・ ワ ン 100 
ケー ス を 引 き 渡 し て い る た め、 履 ⾏ は 完 了 し て い る。   
3.   仮 に 引 渡 し 条 件 は FOB に よ る と の 合 意 が 適 ⽤ で き る と し て も、 ブ ルー 社 は 履 ⾏ を 完 了 し て 
お り、 債 務 不 履 ⾏ は な い。   
4.   仮 に ブ ルー 社 に 債 務 不 履 ⾏ が 存 在 す る と し て も、 ブ ルー 社 は 不 可 抗 ⼒ に よ り 免 責 さ れ る。   
5.   航 空 便 に 変 更 す る こ と に 関 連 す る コ ス ト と リ ス ク は レッ ド 社 が 負 担 す る た め、 ブ ルー 社 は 
債 務 不 履 ⾏ 責 任 を 負 わ な い。   
(関 連 条 ⽂ ︓ UPICC 第 1.9 条 (2) 、 第 6.1.6 条、 第 7.1.2 条、 INCOTERMS®2020   FOB,   FCA 、 別 添 6 
第 2 条、 第 10 条)   

2.   本 件 に は FOB は 適 ⽤ さ れ ず、 そ の 結 果 導 か れ る 引 渡 し 地 点 に て ブ ルー 社 は ブ ルー・ ワ ン 
100 ケー ス を 既 に レッ ド 社 に 引 き 渡 し て い る た め、 履 ⾏ は 完 了 し て い る。   

2-1.   海 上 運 送 か ら 航 空 運 送 に 変 更 し た こ と に よ り、 別 添 6 第 2 条 は 適 ⽤ で き な く なっ た。   
  INCOTERMS®2020 1 に お い て 「こ の 規 則 は、 当 事 者 が、 物 品 を 本 船 の 船 上 に 置 く こ と に よ 
り 物 品 を 引 き 渡 す こ と を 意 図 し て い る 場 合 に お い て、 海 上 ま た は 内 陸 ⽔ 路 に よ る 運 送 の た め 
に の み 使 ⽤ さ れ る べ き で あ る。」 (p.   192) と 解 説 さ れ て い る よ う に、  FOB が 規 定 す る 運 送 は あ 
く ま で 船 舶 に よ る 海 上 運 送  で あ る の と 同 時 に、 当 事 者 は  海 上 運 送 を 前 提 に FOB で の 引 渡 し に 
合 意 す る こ と が 通 常  で あ る。   
  本 件 に お い て、 2020 年 の ブ ルー・ ワ ン の 取 引 で は、 両 者 は 海 上 運 送 で あ る こ と を 前 提 と し 
て、 INCOTERMS®2020 の FOB を ⽤ い る こ と に 合 意 し て い た (別 添 6 第 2 条)。 し か し、 運 送 ⽅ 法 
は 契 約 締 結 後、 レッ ド 社 の 依 頼 に よ り、 当 初 合 意 さ れ て い た  海 上 運 送 か ら 航 空 運 送 に 変 更 さ 
れ た  (¶22,   別 添 7) 。 よっ て、  別 添 6 締 結 時 の 海 上 運 送 の 想 定 は 失 わ れ た た め、 別 添 6 の 条 項 の う 
ち、 海 上 運 送 を 前 提 と し た 条 項 を 適 ⽤ す る こ と は で き な い 。 具 体 的 に は、 海 上 運 送 に 関 す る 
合 意 内 容 で あっ た 第 2 条 Terms   of   delivery(FOB 合 意)、 第 3 条 Shipping   date 、 第 4 条 Port   of   
Departure 、 第 5 条 Port   of   Destination は 航 空 運 送 に 変 更 さ れ た こ と で 適 ⽤ で き な く なっ て い る。 
ま た、 今 回、 海 上 運 送 の 条 件 を 本 件 運 送 に 適 ⽤ す べ き 事 情 も な け れ ば、 あ え て 原 則 か ら 外 れ 
て 航 空 運 送 に FOB を 適 ⽤ す る 旨 の 合 意 も 存 在 し な い。   
  し た がっ て、 別 添 6 第 2 条 の  FOB で の 引 渡 し の 合 意 は、 本 件 運 送 に は 適 ⽤ さ れ な い た め、 実 
際 に ⾏ わ れ た 運 送、 履 ⾏ の 実 態 に 鑑 み て、 引 渡 し 地 点 を 再 特 定 し な け れ ば な ら な い 。   

2-2.   現 実 の 運 送・ 引 渡 し の 態 様 か ら、 引 渡 し 時 点 は 「運 送 ⼈ 渡 し」 で あ る。   
 原 則 と し て 履 ⾏ 地 は 契 約 に よっ て 定 め ら れ る か、 契 約 か ら 確 定 さ れ る (UPICC 第 6.1.6 条 注 釈  

1) 。 つ ま り、 債 務 の 履 ⾏ 地 に つ い て 当 事 者 間 の 契 約 上 に 明 ⽰ 的 な 合 意 が 存 在 し な い 場 合 や、 
本 件 の よ う に、 引 渡 し 地 点 を 確 定 す る た め の 合 意 が 適 ⽤ で き な く なっ て い る 場 合 で も、  仲 裁 
廷 は、 契 約 の 状 況 や ⽬ 的、 全 体 の 合 理 性、 義 務 の 性 質、 慣 習 お よ び 慣 ⾏ 等 に 照 ら し て、 当 事 
者 が 債 務 を 履 ⾏ す べ き 地 点 を 確 定 す る こ と が で き る 2 。 以 下、 本 件 に お け る 引 渡 し 地 点 を 特 
定 す る。   
  ま ず、 INCOTERMS®2020 で は 「物 品 が コ ン テ ナ・ ター ミ ナ ル で 運 送 ⼈ に 引 き 渡 さ れ る 例 
の よ う に、 物 品 が 本 船 の 船 上 に 置 か れ る よ り 前 に 引 き 渡 さ れ る 場 合 に は、 FOB 規 則 は 不 適 切 
で あ る。 そ の 場 合 に は、 当 事 者 は、 FOB 規 則 で は な く、 FCA 規 則 の 使 ⽤ を 考 慮 す べ き で あ 

1   国 際 商 業 会 議 所 ⽇ 本 委 員 会 『イ ン コ ター ム ズ ®2020( 英 和 対 訳 版)』 国 際 商 業 会 議 所 ⽇ 本 委 員 会,   2019 年 11 ⽉.   
2   Although   the   parties   might   not   have   arranged   for   the   place   of   performance   at   all,    the   court   is   often   able   to   determine   the   
relevant   place   according   to   circumstances,   purpose,   and   overall   rationale   of   the   contract   and   the   nature   of   the   obligation.   
Also,   the   practices   established   between   the   parties   or   any   usages   they   have   agreed   upon   or   that   are   binding   on   them   according   
to   Art.   1.9   are   relevant.    (Vogenauer,   “Commentary   on   the   UNIDROIT   Principles   of   International   Commercial   Contract   
(PICC)   Second   Edition”   p.748,   para.   10).   
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る」 (脚 注 1,   p.   192) と 解 説 さ れ て い る。 つ ま り、 本 件 の よ う に  コ ン テ ナ を ⽤ い て の 引 渡 し が ⾏ 
わ れ る 場 合 に は、 FOB で は な く、 FCA が 貿 易 条 件 と し て ⼀ 番 適 し て い る 。 な お、 INCOTER-   
MS®1976 で は  FOB   Airport と い う 航 空 運 送 に お い て FOB を 利 ⽤ す る 際 の 取 引 条 件 が あ り、 引 
渡 し は 「運 送 ⼈ に 物 品 を 引 き 渡 す 時 点」  と さ れ て い た。 そ し て、  FOB   Airport は 現 在 の FCA 
に 置 き 換 え ら れ て い る 3 。   
  し た がっ て、 別 添 6 で 当 初 合 意 さ れ て い た 条 件 が FOB で あ る こ と、 そ し て 変 更 後 の 運 送 は 
コ ン テ ナ を ⽤ い た 航 空 運 送 で あ る こ と の 2 点 を 踏 ま え る と、 本 件 運 送 に お け る 履 ⾏ 地 点 は、 
FOB を 航 空 運 送 向 け に ア レ ン ジ し た FOB   Airport を 前 ⾝ と す る FCA と 同 じ  「運 送 ⼈ 渡 し」 と す 
る べ き で あ る 。   

2-3.   ブ ルー 社 は ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス を 航 空 運 送 ⼈ に 引 き 渡 し て い る た め、 債 務 不 履 ⾏ は 
存 在 し な い。   
  ブ ルー 社 の 債 務 は ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス を 運 送 ⼈ に 引 き 渡 す こ と で あっ た。 ブ ルー 社 は 
ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス が ⼊っ た コ ン テ ナ を、 ⾃ 社 が ⼿ 配 し た フォ ワー ダー 経 由 で 10 ⽉ 7 ⽇ に 
航 空 運 送 ⼈ に 引 き 渡 し て い る (¶23) 。   
  し た がっ て、 ブ ルー 社 は 債 務 の 履 ⾏ を 完 了 し て い る た め、 債 務 不 履 ⾏ 責 任 を 負 わ な い。   

3.   仮 に FOB に よ る 引 渡 し の 合 意 が 適 ⽤ で き る と し て も、 航 空 運 送 に お い て は 運 送 ⼈ 渡 し と す 
る 商 慣 習 が あ る た め、 ブ ルー 社 は 履 ⾏ を 完 了 し て お り、 債 務 不 履 ⾏ は な い。   
  当 事 者 は、 そ の 特 定 の 取 引 分 野 に お け る 契 約 当 事 者 に 広 く 知 ら れ、 か つ、 国 際 取 引 に お い 
て 通 常 遵 守 さ れ て い る 慣 習 に 拘 束 さ れ る (UPICC 第 1.9 条 (2)) 。   
  上 述  2-2  の 通 り、 INCOTERMS®1976 で は FOB   Airport と い う、 航 空 運 送 に お い て FOB を 利 ⽤ 
す る 際 の 危 険 負 担 の 移 転 時 期 を 運 送 ⼈ に 物 品 を 引 き 渡 す 時 点 と す る 取 引 条 件 が あっ た こ と、 
元 来、 INCOTERMS は 商 取 引 の 慣 習 を 明 ⽂ 化 し た も の で あ る こ と の 2 点 を 踏 ま え る と、  FOB 
を 航 空 運 送 で 利 ⽤ す る 際 に は、 運 送 ⼈ 渡 し と す る 商 慣 習 が あ る  と い え る。 よっ て、 FOB の 形 
式 的 な 引 渡 し 条 件 は on   board で あ る が、  航 空 機 を 使 ⽤ し た 輸 送 の 場 合 の 引 渡 し が 完 了 す る の 
は 航 空 運 送 ⼈ に 債 務 の ⽬ 的 物 を 引 き 渡 す 時 点 で あ る 。   
  し た がっ て、 上 述  2-3  の 通 り ブ ルー 社 は 履 ⾏ を 完 了 し て お り、 債 務 不 履 ⾏ は 存 在 し な い。   

4.   仮 に ブ ルー 社 に 債 務 不 履 ⾏ が 存 在 す る と し て も、 ブ ルー 社 は 不 可 抗 ⼒ に よ り 免 責 さ れ る。   
  別 添 6 第 10 条 Force  majeure に お い て  “Neither  party  shall  be  responsible  for  any  failure  to  fulfill  its               
obligations  hereunder  due  to  causes  beyond  its  reasonable  control,  including  without  limitation...               
fires ...  provided  that  it  gives  prompt  notice  to  the  other  of  its  invocation  of  this  provision  and                   
make  diligent  efforts  to  resume  its  performance  despite  such  force  majeure.”  と 規 定 さ れ て い る。            
つ ま り、 不 可 抗 ⼒ に よ る 免 責 が 認 め ら れ る 条 件 は  ① 不 履 ⾏ の 原 因 が 当 事 者 の 合 理 的 な ⽀ 配 を 
越 え て お り 、  ② 当 該 事 実 を 速 や か に 通 知 し 、  ③ 履 ⾏ 再 開 の た め に 鋭 意 努 ⼒ す る こ と  で あ る。   
  本 件 に お い て、 航 空 運 送 ⼈ に 引 き 渡 さ れ た ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス の コ ン テ ナ は、 保 税 区 
域 へ の 落 雷 に よ る ⽕ 災 で 滅 失 し た。 こ の ⽕ 災 は 運 送 当 ⽇ に 空 港 付 近 で 発 ⽣ し た 観 測 史 上 最 ⼤ 
の 雷 雲 に よ る も の で、 保 税 区 域 は 落 雷 や ⽕ 災 の 防 ⽌ の た め の 標 準 的 な 設 備 を 備 え て い た。 航 
空 運 送 ⼈ そ の 他 の 主 体 が 今 回 の 異 常 気 象 に よ る ⽕ 災 発 ⽣ を 予 ⾒・ 回 避 す る こ と は 出 来 な かっ 
た (¶23) 。 よっ て、  ① 滅 失 は 当 事 者 の 合 理 的 な ⽀ 配 を 越 え た ⽕ 災 が 原 因  で あ る と い え、  ② ブ 
ルー 社 は 当 該 事 実 を 速 や か に 通 知 し た  (別 添 8) 。   
  な お、 ⽕ 災 の あっ た 10 ⽉ 7 ⽇ の 時 点 で、 ブ ルー 社 は 200 ケー ス の ブ ルー・ ワ ン を 在 庫 と し て 
保 有 し て い た が、 当 該 ワ イ ン は 既 に 他 の 顧 客 と の 取 引 ⽬ 的 物 と し て 特 定 さ れ て い た (別 添 8) 。 
今 後 追 加 の 在 庫 が ⼊ る 可 能 性 も な く (¶21) 、 ま た ブ ルー 社 は 9 ⽉ 26 ⽇ 以 降、 他 の ブ ルー・ ワ ン 
の 買 主 に 対 し、 レッ ド 社 の 求 め に 応 じ て ワ イ ン を 譲 れ な い か を 既 に 交 渉 し て 断 ら れ た ば か り 

3   Ki-Moon   Han,    A   Study   on   misguided   use   of   FOB   and   Related   Contracts ,     in    The   Journal   of   Korea   Research   Society   for  
Customs   19(3),   p.172    ( 2018).   
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で あっ た (別 添 5) こ と か ら、  他 社 と 売 約 済 み の ブ ルー・ ワ ン を 引 き 渡 す こ と は 不 可 能 で あ り、 
③ ブ ルー 社 が 履 ⾏ 再 開 の た め に で き る 努 ⼒ は 存 在 し な かっ た 。   
  し た がっ て、 債 務 不 履 ⾏ は 別 添 6 第 10 条 が 規 定 す る 不 可 抗 ⼒ の 要 件 を 充 ⾜ す る た め、 ブ 
ルー 社 は 免 責 さ れ る。     

5.   航 空 便 に 変 更 す る こ と に 関 連 す る コ ス ト と リ ス ク は レッ ド 社 が 負 担 す る た め、 ブ ルー 社 は 
債 務 不 履 ⾏ の 責 任 を 負 わ な い。   
  UPICC 第 7.1.2 条 に お い て 当 事 者 は、 相 ⼿ ⽅ の 不 履 ⾏ が、 ⾃ ⼰ が そ の リ ス ク を 負 担 す べ き そ 
の 他 の 出 来 事 に よ り ⽣ じ た と き は、 相 ⼿ ⽅ の 不 履 ⾏ を 主 張 す る こ と が で き な い 旨 を 規 定 し て 
い る。 レッ ド 社 の 「ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス の 出 荷 に つ い て で す が...    航 空 便 で 送っ て 頂 け ま 
す で しょ う か。 コ ス ト や リ ス ク は 全 て 当 社 の ⽅ で 負 担 し ま す  の で、 ⾶ ⾏ 機 は 貴 社 で ⼿ 配 し て 
頂 け ま す で しょ う か。」 と の 発 ⾔ (別 添 7) は、 航 空 便 に 変 更 す る と、 海 の 港 で は な く て 空 港 の 
倉 庫 を 利 ⽤ す る こ と に な る の は 当 然 の 帰 結 で あ る か ら、  空 港 で 起 こっ た 事 象 に よ り ブ ルー 社 
の 債 務 が 履 ⾏ で き な く な る リ ス ク も 当 然 織 り 込 み 済 み の も の で あ る。   
  こ の よ う に、 本 件 に お い て は、 レッ ド 社 の 依 頼 に よ り、 レッ ド 社 の コ ス ト と リ ス ク の 負 担 
で 航 空 運 送 へ の 変 更 が な さ れ て い る。 し か し、 空 港 付 近 で 観 測 史 上 最 ⼤ の 雷 雲 が 発 ⽣ し、 コ 
ン テ ナ が 置 か れ て い た 保 税 区 域 に 落 雷 が あっ て ⽕ 災 が 発 ⽣ し た こ と に よ り、 コ ン テ ナ が 焼 失 
し、 ブ ルー・ ワ ン が 滅 失 し た。   
  し た がっ て、  ブ ルー 社 の 債 務 不 履 ⾏ は、 レッ ド 社 が リ ス ク を 負 担 す べ き 事 由 か ら ⽣ じ た も 
の で あ る た め、 不 履 ⾏ と し て の 性 格 を 失 い、 ブ ルー 社 は 債 務 不 履 ⾏ 責 任 を 負 わ な い 。   

争 点 (3)   ブ ルー・ ワ ン 200 ケー ス、 あ る い は、 100 ケー ス に つ い て の ブ ルー 社 の 債 務 不 履 ⾏ 責 
任 が 認 め ら れ る 場 合、 そ れ ぞ れ、 レッ ド 社 に 対 し て ⽀ 払 う べ き 額 は 幾 ら か。   
主 張 の ⾻ ⼦   
6.   ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス お よ び 200 ケー ス に 関 す る 損 害 は、 レッ ド 社 に 部 分 的 に 帰 せ ら れ る 
も の で あ る た め、 ブ ルー 社 が ⽀ 払 う べ き 損 害 賠 償 額 は 減 額 さ れ る。   
7.   代 替 措 置 で あ る 5 ⼤ シャ トー の セ カ ン ド・ ラ ベ ル 100 ケー ス を レッ ド 社 が 受 け ⼊ れ て い れ ば 
損 害 が 発 ⽣ す る こ と は な かっ た た め、 ブ ルー 社 が ⽀ 払 う 損 害 賠 償 額 は 減 額 さ れ る。   
8.   ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス の 損 害 賠 償 額 に つ い て、 ブ ルー・ ワ ン の 逸 失 利 益 は、 全 量 を 1 本 当 
た り 1,000 ⽶ ド ル と す る こ と は 出 来 ず、 請 求 し 得 る 逸 失 利 益 は 94.8 万 ⽶ ド ル に 限 定 さ れ る。   
(関 連 条 ⽂ ︓ UPICC 第 1.9 条 (1) 、 第 7.4.3 条、 第 7.4.7 条、 第 7.4.8 条 (1))   

6.   ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス お よ び 200 ケー ス に 関 す る 損 害 は、 レッ ド 社 に 部 分 的 に 帰 せ ら れ る 
も の で あ る た め、 ブ ルー 社 が ⽀ 払 う べ き 損 害 賠 償 額 は 減 額 さ れ る。   
  UPICC 第 7.4.7 条 で は、 「損 害 が、 債 権 者 の 作 為 も し く は 不 作 為、 ま た は 債 権 者 が そ の リ ス 
ク を 負 担 す る 他 の 出 来 事 に 部 分 的 に 起 因 す る と き に は、 損 害 賠 償 の 額 は、 各 当 事 者 の ⾏ 為 を   
考 慮 し、 そ れ ら の 要 素 が 当 該 損 害 に 寄 与 し た 限 り で 減 額 さ れ る。」 と 定 め ら れ て い る。 以 
下、 2020 年 9 ⽉ ま で に ブ ルー 社 が ⽤ 意 で き な かっ た 100 ケー ス お よ び、 2020 年 10 ⽉ に 焼 失 し た 
100 ケー ス に つ い て、 そ れ ぞ れ 検 討 す る。   

6-1.   別 添 6 締 結 時 に ブ ルー 社 が ⽤ 意 で き な かっ た 100 ケー ス に つ い て は、 レッ ド 社 の 契 約 の 申 
込 み が 遅 れ た こ と に 起 因 す る た め、 100 ケー ス 分 の 損 害 賠 償 額 は 減 額 さ れ る。      
  ブ ルー・ ワ ン の 取 引 に は、 毎 年 の 取 引 条 件 に つ い て そ の 都 度 交 渉 し (別 添 3-2) 、 7 ⽉ に 売 買 
契 約 が 締 結 さ れ る と い う 9 年 間 に わ た る 慣 ⾏ が 成 ⽴ し て い る (¶19) 。 こ の こ と に 鑑 み れ ば、 た 
と え レッ ド 社 が 毎 年 ブ ルー・ ワ ン 200 ケー ス の 提 供 を 受 け る 権 利 を 有 し て い た と し て も、  両 
者 間 で 確 ⽴ し た 慣 ⾏ に よ り レッ ド 社 は 毎 年 7 ⽉ ま で に 注 ⽂ を ⾏ う べ き で あっ た  (UPICC 第 1.9 条 
(1)) 。 し か し レッ ド 社 は 2020 年、 例 年 よ り 2 か ⽉ も 遅 い 9 ⽉ に 個 別 契 約 の 申 込 み を ⾏っ た (別 添 
5) 。 こ れ は、 確 ⽴ し た 慣 ⾏ ど お り に 注 ⽂ を ⾏ わ な い と い う 不 作 為 で あっ た と い え る。 こ の ⾏ 
為 に よ り 今 年 分 の ブ ルー・ ワ ン を 購 ⼊ す る 意 思 が レッ ド 社 に 無 い も の と ブ ルー 社 が 判 断 し、 
他 の 買 い ⼿ と 売 買 契 約 を 締 結 し た こ と は 合 理 的 で あっ た。   
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6-2.   焼 失 し た 100 ケー ス に か か る 損 害 は、 レッ ド 社 に 部 分 的 に 帰 せ ら れ る た め、 ブ ルー 社 の 
⽀ 払 う 額 は 減 額 さ れ る。   
  別 添 7 で の レッ ド 社 の 「コ ス ト や リ ス ク は 全 て 当 社 の ⽅ で 負 担」 す る と い う 発 ⾔ よ り、 航 
空 運 送 に 切 り 替 わっ た こ と で 発 ⽣ し た 結 果 は、 レッ ド 社 が リ ス ク を 負 う 出 来 事 で あ る と 理 解 
で き る。 な お、  5  に お い て 論 じ た よ う に、 当 該 発 ⾔ に い う  「リ ス ク」 に は ブ ルー・ ワ ン が 焼 
失 す る と い う リ ス ク が 含 ま れ て い る 。   

6-3.   結 論   
  し た がっ て、 レッ ド 社 が 請 求 可 能 な 損 害 賠 償 請 求 額 は 減 額 さ れ る。   

7.   代 替 措 置 で あ る 5 ⼤ シャ トー の セ カ ン ド・ ラ ベ ル 100 ケー ス を レッ ド 社 が 受 け ⼊ れ て い れ ば 
損 害 が 発 ⽣ す る こ と は な かっ た た め、 ブ ルー 社 が ⽀ 払 う 損 害 賠 償 額 は 減 額 さ れ る。   
  UPICC 第 7.4.8 条 (1) で は、 「債 務 者 は、 債 権 者 の 被っ た 損 害 に つ き、 そ の 債 権 者 が 合 理 的 な 
措 置 を 講 ず る こ と に よ り 当 該 損 害 を 軽 減 し 得 た 限 度 に お い て、 賠 償 の 責 任 を 負 わ な い。」 と 
定 め ら れ て い る。 以 下、 本 件 が こ れ に 該 当 す る こ と を ⽰ す。   

7-1.   レッ ド 社 は 別 添 6 締 結 時 に 5 ⼤ シャ トー の セ カ ン ド・ ラ ベ ル の 代 替 措 置 を 受 け ⼊ れ る べ き 
で あっ た。   
  レッ ド 社 が ブ ルー・ ワ ン の 購 ⼊ 申 込 み を ⾏っ た 9 ⽉ 15 ⽇ 時 点 で 既 に 900 ケー ス は 売 約 済 み で 
あっ た。 他 の 取 引 先 に 売 約 済 み の ブ ルー・ ワ ン を 譲っ て く れ る か を 確 認 し た も の の、 変 更 に 
応 じ る 者 は い な かっ た (別 添 5) た め、 レッ ド 社 に 引 渡 し 可 能 な ブ ルー・ ワ ン は 100 ケー ス の み 
で あっ た。 な お、 調 達 で き た 100 ケー ス 分 に つ い て も、 ブ ルー 社 が よ り 条 件 の 良 い 他 社 か ら 
の 申 込 み を 断っ て、 レッ ド 社 と の 関 係 を 尊 重 し て 優 先 的 に 提 供 し た も の で あっ た。 さ ら に、 
ブ ルー 社 は レッ ド 社 に 対 し て、 経 済 的 に 同 等 以 上 の 5 ⼤ シャ トー の セ カ ン ド・ ラ ベ ル の 提 供 
を 特 別 に 申 し 出 た (別 添 5) 。 セ カ ン ド・ ラ ベ ル を 販 売 し て い た な ら ば、 ブ ルー・ ワ ン 販 売 時 と 
同 額 の 利 益 を 得 ら れ て い た こ と は 確 実 で あ る こ と に 鑑 み る と (別 添 16) 、 ブ ルー 社 の 提 案 は  損 
害 軽 減 の た め の 合 理 的 な 提 案 で あっ た  と い え る。 UPICC 第 7.4.8 条 (1) に い う  レッ ド 社 の 取 り 得 
る 合 理 的 措 置 と は、 ブ ルー 社 の 提 案 を 受 け ⼊ れ る こ と  で あ り、 レッ ド 社 は 当 該 措 置 を と る べ 
き で あっ た。   

7-2.   レッ ド 社 は ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス の 焼 失 時 に 5 ⼤ シャ トー の セ カ ン ド・ ラ ベ ル の 代 替 措 
置 を 受 け ⼊ れ る べ き で あっ た。   
  ブ ルー 社 が 10 ⽉ 9 ⽇ に 保 有 し て い た ブ ルー・ ワ ン 200 ケー ス に つ い て は、 既 に 他 の 買 い ⼿ と 
の 間 で 売 約 済 み で あっ た (別 添 8) た め、 レッ ド 社 に 引 渡 し 可 能 な ブ ルー・ ワ ン は 存 在 し な かっ 
た。 こ こ で、 UPICC 第 7.4.8 条 (1) に い う  レッ ド 社 の 取 り 得 る 合 理 的 措 置 と は、 7-1 と 同 様、 ブ 
ルー 社 の 5 ⼤ シャ トー の セ カ ン ド・ ラ ベ ル 提 供 の 提 案 を 受 け ⼊ れ る こ と  で あ り、 レッ ド 社 は 
当 該 措 置 を と る べ き で あっ た。   

7-3.   結 論   
   し た がっ て、 レッ ド 社 が 代 替 措 置 を とっ て い れ ば 損 害 は 発 ⽣ し な かっ た た め、 ブ ルー 社 の 
⽀ 払 う 損 害 賠 償 額 は 減 額 さ れ る。   

8.   ブ ルー・ ワ ン 100 ケー ス の 損 害 賠 償 額 に つ い て、 ブ ルー・ ワ ン の 逸 失 利 益 は、 全 量 を 1 本 当 
た り 1,000 ⽶ ド ル と す る こ と は 出 来 ず、 請 求 し 得 る 逸 失 利 益 は 94.8 万 ⽶ ド ル に 限 定 さ れ る。   
  UPICC 第 7.4.3 条 は 損 害 の 確 実 性 に 関 す る 要 件 と し て、 「合 理 的 な 程 度 の 確 実 性」 を 要 求 し 
て お り、 更 に 機 会 の 喪 失 に つ い て も 「そ の 機 会 の ⽣ ず る 蓋 然 性 に 応 じ た 賠 償」 を 賠 償 す べ き 
損 害 と し て 認 め て い る。 つ ま り、 損 害 を 主 張 す る 当 事 者 は 合 理 的 な 確 実 性 及 び 蓋 然 性 に 応 じ 
た 損 害 額 の み 主 張 で き る。   
   レッ ド 社 は、 別 添 6 に 基 づ い て ⼊ ⼿ す る は ず で あっ た 100 ケー ス の ブ ルー・ ワ ン に つ い て、 
全 て レ ス ト ラ ン や ホ テ ル で 販 売 し た と 仮 定 し た 際 の 逸 失 利 益 で あ る 120 万 ⽶ ド ル を 請 求 し て 
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い る (別 添 16) 。  し か し、  ワ イ ン 愛 好 者 向 け の ショッ プ (¶5) に お い て、 ⼈ 気 の ⾼ い ブ ルー・ ワ 
ン を 全 く ⼊ 荷 し な い こ と は 経 営 判 断 と し て 合 理 的 で な い 。 こ れ ま で ネ ゴ ラ ン ド 国 に お い て 販 
売 さ れ て い た ブ ルー・ ワ ン の 7 割 は レ ス ト ラ ン や ホ テ ル で、 3 割 は ショッ プ で 販 売 し て い た と 
い う 事 実 (¶18) に 鑑 み れ ば、 そ の 配 分 に 従っ た 逸 失 利 益 の 算 定 を ⾏ う べ き で あ る。 つ ま り、 
レッ ド 社 が 請 求 す る こ と が で き る 逸 失 利 益 は、 7 割 を レ ス ト ラ ン や ホ テ ル で、 3 割 を ショッ プ 
で 販 売 し て い た 場 合 の 1,000 ⽶ ド ル ×70 ケー ス ×12 本 +300 ⽶ ド ル ×30 ケー ス ×12 本 =94.8 万 ⽶ ド ル 
と な る。   
  し た がっ て、 ブ ルー・ ワ ン 全 て に つ い て は 逸 失 利 益 を 1 本 当 た り 1,000 ⽶ ド ル と す る こ と は 
合 理 性 が な く、 レッ ド 社 が ブ ルー 社 に 請 求 し 得 る 逸 失 利 益 は 従 来 の 計 算 ⽅ 法 に 則 り、 94.8 万 
⽶ ド ル に 限 定 さ れ る。   

《カ ン パ イ 事 件》   

争 点 (1)   レッ ド 社 は、 ブ ルー 社 と の 間 の ク レ ナ イ の 専 属 的 販 売 店 契 約 及 び カ ン パ イ の 専 属 的 
販 売 店 契 約 を 有 効 に 解 除 す る こ と が で き る か。   
主 張 の ⾻ ⼦   
9.   ク レ ナ イ の 最 低 販 売 量 の 未 達 成 は レッ ド 社 の 妨 害 に よ る も の で あ り、 レッ ド 社 は ブ ルー 社 
の 不 履 ⾏ を 主 張 で き ず、 専 属 的 販 売 店 契 約 は 解 除 で き な い。   
10.   2020 年 の ク レ ナ イ の 最 低 販 売 量 の 未 達 成 は、 重 ⼤ な 不 履 ⾏ で は な い た め 専 属 的 販 売 店 契 
約 は 解 除 で き な い。   
11.   ク レ ナ イ に つ い て、 レッ ド 社 の 解 除 権 ⾏ 使 は 権 利 濫 ⽤ に あ た る た め、 認 め ら れ な い。   
12.   カ ン パ イ に つ い て、 最 低 購 ⼊ 量 の 2 年 連 続 未 達 成 と い う 解 除 要 件 は 満 た さ れ て い な い た め 
レッ ド 社 は 解 除 を 主 張 で き な い。   
13.   2020 年 の カ ン パ イ の 最 低 購 ⼊ 量 の 未 達 成 は、 別 添 11 の 不 可 抗 ⼒ 条 項 の 効 果 に よ り そ も そ 
も 不 履 ⾏ と み な さ れ な い た め、 解 除 要 件 は 満 た さ れ な い。   
(関 連 条 ⽂ ︓  UPICC 第 1.7 条、 第 5.1.3 条、 第 7.1.2 条、  第 7.3.1 条 (1),   (2) 、 別 添 9 第 13 条、 第 15 条、 
別 添 11 第 9 条、 第 10 条 (a),   (b) 、 第 17 条)   

9.   ク レ ナ イ の 最 低 販 売 量 の 未 達 成 は レッ ド 社 の 妨 害 に よ る も の で あ り、 レッ ド 社 は ブ ルー 社 
の 不 履 ⾏ を 主 張 で き ず、 専 属 的 販 売 店 契 約 は 解 除 で き な い。   
   UPICC 第 7.1.2 条 (債 権 者 に よ る 妨 害) は、 当 事 者 は  相 ⼿ ⽅ の 不 履 ⾏ が、 ⾃ ⼰ の 作 為 も し く は 
不 作 為 に よ り ⽣ じ た と き、 相 ⼿ ⽅ の 不 履 ⾏ を 主 張 で き な い  旨 を 定 め て い る。 こ の 場 合、 不 履 
⾏ と し て の 性 格 を 失 う た め、 債 権 者 は 不 履 ⾏ を 理 由 に 契 約 を 解 除 で き な く な る (UPICC 第 
7.1.2 条 注 釈 1) 。  以 下 で は、 ク レ ナ イ に お け る 債 権 者 妨 害 に つ い て 検 討 す る。   

9-1.   レッ ド 社 に よ る カ ン パ イ へ の 注 ⼒ 要 請 は 2019 年 の 履 ⾏ に 対 す る 妨 害 に あ た る。   
  別 添 11 で ブ ルー 社 が 負っ て い た 債 務 は、 カ ン パ イ の  最 低 購 ⼊ 量  を 達 成 す る こ と の み で あっ 
た。 し か し レッ ド 社 は ⾃ ⾝ の ビー ル 事 業 を 軌 道 に 乗 せ る た め に、  ク レ ナ イ 同 様 に カ ン パ イ の 
販 売 量 を 増 ⼤ す る  よ う に 更 な る 要 請 を ⾏っ た。 こ れ に 応 じ る た め に ブ ルー 社 は CM を 打 つ こ 
と を 提 案 し た。 レッ ド 社 が 契 約 に は な い 追 加 の 要 請 を ⾏っ て い る 以 上、 ⾃ ら も  広 告 や 追 加 費 
⽤ を 負 担 す べ き で あっ た。  し か し、 レッ ド 社 は CM の 費 ⽤ 負 担 を 拒 否 し、 カ ン パ イ の 販 売 促 
進 の た め の ⽀ 援 を ⾏ わ ず、 ⼀ ⽅ 的 に 指 ⽰ を 出 す に 留 まっ た。 そ の 結 果、 ブ ルー 社 は CM を 打 
つ こ と が で き な かっ た (以 上 別 添 13) 。 供 給 元 で あ る レッ ド 社 か ら の ⼀ ⽅ 的 な 要 請 に 対 し、 販 
売 店 で あ る ブ ルー 社 は 従 わ ざ る を 得 ず、 さ ら に 2019 年 末 ま で と い う 期 限 が 定 め ら れ て い る こ 
と か ら、 1 年 半 と い う 短 期 間 で 成 果 を 出 さ な け れ ば な ら な かっ た。 そ の た め、 CM が 打 て な い 
分 多 く の ⼈ 員 を カ ン パ イ の 販 売 に 割 く 必 要 が あ り、 ク レ ナ イ の ⼈ 員 を ⼤ き く 削 減 せ ざ る を 得 
な く なっ た。 結 果 と し て、 ブ ルー 社 は 2019 年 の ク レ ナ イ の 最 低 販 売 量 を 達 成 で き な かっ た 
(以 上 ¶32) 。   
  ブ ルー 社 は 2015 年 か ら 2018 年 に お い て ク レ ナ イ の 販 売 量 を 着 実 に 伸 ば し て い た (別 添 10) こ 
と か ら、 上 記 要 請 が な け れ ば ク レ ナ イ に つ い て 2019 年 の 最 低 販 売 量 を 達 成 可 能 だっ た。   
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  よっ て、  レッ ド 社 に よ る カ ン パ イ へ の 注 ⼒ 要 請 は、 2019 年 の ク レ ナ イ の 最 低 販 売 量 達 成 に 
対 す る 妨 害 に あ た る 。   

9-2.   レッ ド 社 が ク レ ナ イ の 個 ⼈ 向 け 販 売 を 認 め な かっ た こ と で、 ブ ルー 社 は 2020 年 に ク レ ナ 
イ の 最 低 販 売 量 を 達 成 で き な かっ た。   

9-2-1.   2020 年 の う ち 9 か ⽉ 間 は、 政 府 の 要 請 に よ り 飲 ⾷ 店 の 90 ％ が 酒 類 提 供 を 中 ⽌ し た。   
  2020 年 の う ち、 実 に 9 ヶ ⽉ 間 に わ たっ て アー ビ ト リ ア 国 政 府 は 飲 ⾷ 店 に 対 し て 酒 類 の 提 供 
中 ⽌ を 要 請 し (¶33,   34) 、 国 内 の 90 ％ の 店 舗 は 要 請 に 従っ て 酒 類 の 提 供 を 停 ⽌ し た (¶34) 。 新 型 
コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 拡 ⼤ お よ び そ れ に 伴っ て 政 府 が 要 請 を 出 す こ と は、 ブ ルー 社 の ⽀ 配 を 
超 え た 障 害 で あっ た。 ま た、 ① 政 府 の 要 請 に 従 う か 否 か の 決 定 権 は ブ ルー 社 で は な く 個 別 の 
飲 ⾷ 店 に あ る こ と、 ② 政 府 か ら の 要 請 と い う 性 格 と パ ン デ ミッ ク の 状 況 に 照 ら す と、 要 請 に 
従 う こ と が 合 理 的 か つ ⾃ 然 な 判 断 で あっ た と い え る こ と、 の 2 点 を 踏 ま え る と、 要 請 が あっ 
た 9 ヶ ⽉ 間 は ク レ ナ イ の  既 存 の 顧 客 で あ る 飲 ⾷ 店 に 対 し て 酒 類 販 売 を ⾏ う こ と は 事 実 上 不 可 
能 で あっ た 。   

9-2-2.   レッ ド 社 は ク レ ナ イ の 販 売 促 進 に 積 極 的 に 協 ⼒ す る 義 務 を 怠っ た。   
  ブ ルー 社 が 債 務 を 履 ⾏ す る た め に 債 権 者 で あ る レッ ド 社 に 求 め ら れ る 作 為 は UPICC 第 5.1.3 
条 に 基 づ い て 検 討 さ れ る 4 。 同 条 は 「各 当 事 者 は、 相 ⼿ ⽅ の 債 務 の 履 ⾏ の た め に 協 ⼒ す る こ 
と が 合 理 的 に 期 待 さ れ て い る と き は、 相 ⼿ ⽅ に 協 ⼒ し な け れ ば な ら な い」 と 定 め、  合 理 的 に 
期 待 さ れ る 範 囲 で、 相 ⼿ ⽅ の 履 ⾏ を 可 能 に す る 積 極 的 な 措 置  を と る 義 務 を 負 う と し て い る 
(UPICC 第 5.1.3 条 注 釈 1) 。 最 低 販 売 量 を 達 成 す る た め に は 市 場 の 状 況 が ⼤ き く 関 係 す る た め、 
販 売 者 で あ る  レッ ド 社 の 協 ⼒ を 得 る こ と が 不 可 ⽋  で あ る。 と り わ け  9-2-1  の 状 況 に お い て は 通 
常 の 販 売 ⽅ 法 の み で 例 年 ど お り の 売 上 を 達 成 す る こ と は 難 し く、  レッ ド 社 に も ク レ ナ イ の 最 
低 販 売 量 を 達 成 す る た め に 協 ⼒ す る と い う 積 極 的 作 為 が 求 め ら れ て い た 。   
  本 件 に お い て ブ ルー 社 が 飲 ⾷ 店 向 け 販 売 に 頼 る こ と な く 最 低 販 売 量 を 達 成 す る た め に は、 
新 規 顧 客 に 対 し て 販 路 を 開 拓 す る こ と が 必 要 不 可 ⽋ で あっ た。 ブ ルー 社 は こ れ ら の 事 情 を 
レッ ド 社 に 伝 え、 個 ⼈ 向 け 販 売 を 提 案 し た (¶35,   別 添 14) 。 取 引 先 を 9 割 失 い、 個 ⼈ 向 け 販 売 を 
開 始 す る し か 最 低 販 売 量 を 達 成 す る ⽅ 法 が な かっ た こ と を 考 え る と、 レッ ド 社 に よ る  個 ⼈ 向 
け 販 売 の 許 可 や 他 の 販 売 ⽅ 法 の 提 ⽰ は 合 理 的 に 期 待 さ れ る も の  で あ る。   
  し か し、 レッ ド 社 は ブ ルー 社 側 の 事 情 を 酌 む こ と な く  飲 ⾷ 店 以 外 に 対 す る ク レ ナ イ の 販 売 
を 拒 否 し 、  他 の 販 売 ⽅ 法 の 提 ⽰ も ⾏ わ な かっ た 。 こ の 不 作 為 に よ り ブ ルー 社 が ク レ ナ イ の 最 
低 販 売 量 を 達 成 す る こ と は、 著 し く 困 難 に なっ た。 そ の 結 果、 ブ ルー 社 の 営 業 努 ⼒ に も か か 
わ ら ず (¶36) 、 最 低 販 売 量 を 達 成 す る こ と が で き な かっ た。  こ の 不 履 ⾏ は レッ ド 社 の 協 ⼒ 義 務 
違 反 に よっ て ⽣ じ て お り、 こ れ は 債 権 者 に よ る 妨 害 と い え る。  よっ て、 レッ ド 社 は ブ ルー 社 
の 不 履 ⾏ を 主 張 す る こ と が で き な い。   

9-3.     結 論   
  し た がっ て、 レッ ド 社 は、 ク レ ナ イ の 最 低 販 売 量 の 未 達 成 を 根 拠 に 販 売 店 契 約 を 解 除 で き 
な い。   

10.   2020 年 の ブ ルー 社 の ク レ ナ イ の 最 低 販 売 量 の 未 達 成 は、 重 ⼤ な 不 履 ⾏ で は な い た め 専 属 
的 販 売 店 契 約 は 解 除 で き な い。   

10-1.   契 約 を 解 除 す る た め に は、 重 ⼤ な 不 履 ⾏ 性 が 認 め ら れ な け れ ば な ら な い。   
  UPICC 第 7.3.1 条 (1) は、 「当 事 者 の ⼀ ⽅ は、 相 ⼿ ⽅ の 契 約 上 の 債 務 の 不 履 ⾏ が、  重 ⼤ な 不 履 
⾏ に 当 た る と き は、 そ の 契 約 を 解 除 す る こ と が で き る 。」 と 定 め る。 解 除 権 を ⾏ 使 す る 際 は 

4   “The   first   limb   of   Art   7.1.2   sanctions   such   acts   or   omissions   of   the   obligee   which   cause   the   obligor’s   failure   to   perform.   
Any   such   acts   are,   in   themselves,   violations   of   the   obligee’s   duty   to   co-operate   spelt   out   in   Art   5.1.3.”   (Vogenauer,   
“Commentary   on   the   UNIDROIT   Principles   of   International   Commercial   Contract   (PICC)   Second   Edition”,   p.833,   para.   3)   
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債 権 者 の 利 益 と 債 務 者 の 不 利 益 を 衡 量 し な け れ ば な ら な い (UPICC 第 7.3.1 条 注 釈 2) 。 そ の た 
め、  重 ⼤ な 不 履 ⾏ 性 の 要 件 を 明 ⽰ 的 に 排 除 す る 規 定 が 契 約 書 内 に 存 在 し な い 場 合 、 解 除 を ⾏ 
う に は 本 要 件 を 充 ⾜ す る 必 要 が あ る。   
  し た がっ て、 形 式 的 に 別 添 9 第 16 条 の 解 除 要 件 が 満 た さ れ る と し て も、 UPICC 第 7.3.1 条 (2) 
に 基 づ い て、 追 加 の 要 件 と し て  重 ⼤ な 不 履 ⾏ に あ た る か 否 か  を 検 討 し な け れ ば な ら な い。   

10-2.   ブ ルー 社 が ク レ ナ イ の 最 低 販 売 量 を 達 成 で き な かっ た こ と は 重 ⼤ な 不 履 ⾏ で は な い。   
  別 添 9 の ⽬ 的 は ブ ルー 社 に よ る アー ビ ト リ ア 国 内 で の ク レ ナ イ の 販 売 で あ る た め、 レッ ド 
社 が 当 然 に 期 待 す る こ と が で き た も の は、  ブ ルー 社 が ク レ ナ イ を で き る だ け 多 く 販 売 す る こ 
と  で あ る。 2020 年 に お い て、 ブ ルー 社 は 最 低 販 売 量 に ⾄ ら な かっ た と は い え、 政 府 の 要 請 に 
よ り 販 売 先 が 1 割 に 限 ら れ た 中、 最 低 販 売 量 の 7 割 を 達 成 し た (¶34,   別 添 10) 。 こ れ は レッ ド 社 
が 期 待 で き た も の を 実 質 的 に 奪 う こ と に は な ら な い (UPICC 第 7.3.1 条 (2)(a)) 。   
  ま た、 契 約 開 始 年 か ら、 ブ ルー 社 は ク レ ナ イ の 販 売 量 を 着 実 に 伸 ば し、 2020 年 ま で の 累 計 
販 売 量 は 最 低 販 売 量 の 合 計 を 5,000 ケー ス も 上 回っ て い る (別 添 10) 。 2019 年 に 最 低 販 売 量 を 達 
成 で き な かっ た の は レッ ド 社 の 要 請 に 従っ た 結 果 で あ り、 そ の 未 達 成 も 1 割 に す ぎ ず、 わ ず 
か な も の で あ る。 つ ま り、 要 請 が な け れ ば 2019 年 の 最 低 販 売 量 も 達 成 で き て い た と い え る。 
ま た、  2020 年 に お け る 未 達 成 は 政 府 の 要 請 と い う ⼀ 時 的 な 外 的 要 因 に よ る も の で あ り 、 要 請 
解 除 後 は、 販 売 量 の 回 復 は 確 実 で あ る。 よっ て、 2019 年、 2020 年 の ブ ルー 社 の 不 履 ⾏ は、 ブ 
ルー 社 の 将 来 の 履 ⾏ は 当 て に で き な い と 信 ず る 根 拠 に は な ら な い (UPICC 第 7.3.1 条 (2)(d)) 。   

10-3.   結 論   
  し た がっ て、 ブ ルー 社 の 不 履 ⾏ は 重 ⼤ で は な い た め、 レッ ド 社 は 契 約 を 解 除 で き な い。   

11.   ク レ ナ イ に つ い て、 レッ ド 社 の 解 除 権 ⾏ 使 は 権 利 濫 ⽤ に あ た る た め、 認 め ら れ な い。   

11-1.   取 引 の 前 提 に 変 化 が ⽣ じ て い る 場 合 に は 契 約 条 項 通 り の 解 除 は 許 さ れ な い。   
  継 続 的 契 約 で は、 契 約 期 間 中 に  取 引 の 前 提 と なっ て い た 事 情 に 変 化 が ⽣ じ た 場 合 に は  履 ⾏ 
が 著 し く 困 難 に な る た め、 債 務 者 の 利 益 保 護 の 観 点 か ら 契 約 条 項 通 り に  解 除 す る こ と は 認 め 
ら れ な い 5 。 別 添 9 に お い て ク レ ナ イ の 最 低 販 売 量 を 定 め た 時 点 で は、 飲 ⾷ 店 で の ク レ ナ イ の 
販 売 が 可 能 で あ る こ と が 前 提 で あっ た。 し か し、 2020 年 に ブ ルー 社 は 政 府 の 要 請 に よ り 90 ％ 
も の 取 引 先 を 失っ て お り (¶34) 、  取 引 の 前 提 と なっ て い た 事 情 が ⼤ 幅 に 変 化 し て い る 。 契 約 締 
結 時 に 政 府 が 要 請 を 出 す こ と は、 ブ ルー 社 は 予 ⾒ で き な かっ た。 販 売 先 が な け れ ば ブ ルー 社 
が 努 ⼒ し た と し て も、 最 低 販 売 量 を 達 成 で き ず 債 務 不 履 ⾏ に な る の は 明 ら か で あ る。 こ の 不 
履 ⾏ が 重 ⼤ な も の で な い こ と は  10-2  で 論 じ た と お り で あ り、 こ の 状 況 下 で の 契 約 条 項 通 り の 
解 除 権 ⾏ 使 は、 信 義 誠 実 お よ び 公 正 取 引 の 原 則 (UPICC 第 1.7 条) に 照 ら し て 許 さ れ な い。   

11-2.   本 件 に お け る 解 除 は 債 務 者 で あ る ブ ルー 社 の 信 頼 を 裏 切 る も の で あ り 許 さ れ な い。   
  ク レ ナ イ の 専 属 的 販 売 店 契 約 は、 2020 年 に 別 添 9 第 15 条 に よ り ⾃ 動 的 に 更 新 さ れ た ば か り 
で あ る。 ま た レッ ド 社 は、 2020 年 11 ⽉ に ブ ルー 社 が ⾏っ た、 1 年 後 に 開 催 さ れ る ネ ゴ ラ ン ド 
国 フェ ア (以 下 「フェ ア」) で の 商 品 供 給 依 頼 に 対 し、 解 除 通 知 の わ ず か 2 か ⽉ 前 に 「了 解 し ま 
し た。 フェ ア を 楽 し み に し て い ま す」 と 回 答 し て い る (¶38) 。 さ ら に 2020 年 に お い て、 レッ ド 
社 は 最 低 販 売 量 達 成 が 厳 し い 状 況 を 知っ て い な が ら (¶33) 、 ブ ルー 社 に 対 し こ の ま ま で は 契 約 
を 打 ち 切 る こ と に な る 旨 を ⼀ 度 も 警 告 す る こ と は な かっ た。 こ れ ら の レッ ド 社 の ⾏ 為 は、 ブ 
ルー 社 に 対 し 2021 年 以 降 の 契 約 の 継 続 を 期 待 さ せ る も の で あっ た。 ま た、 ブ ルー 社 に よ る 累 
計 の ク レ ナ イ 販 売 量 は、 契 約 開 始 年 か ら 2020 年 ま で の 最 低 販 売 量 の 合 計 を 5,000 ケー ス も 上 
回っ て い る (別 添 10) 。 こ れ は、 レッ ド 社 が 期 待 し て い た 結 果 を ⼤ き く 上 回 る 成 果 で あ り、 両 
社 間 に は 信 頼 関 係 が 構 築 さ れ て い た。   

5  清 ⽔ 建 成,   相 澤 ⿇ 美 「企 業 間 に お け る 継 続 的 契 約 の 解 消 に 関 す る 裁 判 例 と 判 断 枠 組 み」 判 例 タ イ ム ズ 1406 号 39 ⾴ 
(2015 年).   
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  し た がっ て、 本 件 に お け る 解 除 は こ れ ら の 信 頼 関 係 を 破 壊 す る も の で あ り、 レッ ド 社 の 解 
除 権 ⾏ 使 は 信 義 誠 実 お よ び 公 正 取 引 の 原 則 に 反 す る た め、 認 め ら れ な い。   

12.   カ ン パ イ に つ い て、 最 低 購 ⼊ 量 の 2 年 連 続 未 達 成 と い う 解 除 要 件 は 満 た さ れ て い な い た め 
レッ ド 社 は 解 除 を 主 張 で き な い。   
  別 添 11 第 10 条 (b)(ⅲ) は  最 低 購 ⼊ 量 を 2 
年 連 続 満 た さ な い 場 合 は 重 ⼤ な 違 反 に 
該 当 し、 レッ ド 社 は 契 約 を 解 除 で き る 
旨 を 定 め る。  各 年 の 最 低 購 ⼊ 量 は、 別 
添 11 の 第 9 条 (a) に お い て、 2019 年 は 
15,000 ケー ス、 2020 年 は 16,000 ケー ス 
と さ れ て い る。  但 し、 同 条 で は   
“purchases   of   Products   in   excess   of   the   minimum   purchase   requirement   set   forth   below   for   any   period   
shall   be   credited   towards   the   minimum   purchase   requirements   set   forth   below   for   the   subsequent   
period.”   と 定 め て お り、  最 低 購 ⼊ 量 を 超 え る 量 の 製 品 を 購 ⼊ し た 場 合 は 次 の 年 に 加 算 さ れ 
る 。 別 添 10 よ り ブ ルー 社 の カ ン パ イ の 各 年 の 購 ⼊ 量 と 翌 年 へ の 加 算 量 等 を 整 理 す る と、 右 上 
表 の 通 り で あ り、 2019 年 は 14,000 ケー ス 購 ⼊ す れ ば 良 い た め、 最 低 購 ⼊ 量 を 達 成 し て い る。 
よっ て、  ブ ルー 社 の 不 履 ⾏ は 2020 年 の 1 年 の み で あ る 。   
  し た がっ て、 解 除 要 件 は 満 た さ れ て い な い た め、 レッ ド 社 は 解 除 を 主 張 で き な い。   

以 下、 仮 に 別 添 11 の 第 9 条 (a) が 適 ⽤ さ れ な い 場 合 を 述 べ る。   
13.   2020 年 の カ ン パ イ の 最 低 購 ⼊ 量 の 未 達 成 は、 別 添 11 の 不 可 抗 ⼒ 条 項 の 効 果 に よ り そ も そ 
も 不 履 ⾏ と み な さ れ な い た め、 解 除 要 件 は 満 た さ れ な い。   
  別 添 11 第 17 条 で は、   “No   party   will...   be   deemed   to   be   in   default   under,   or   in   breach   of   any   
provision   of,   this   Agreement   for   failure   or   delay   in   performing   any   obligation   of   this   Agreement   when   
such   failure   or   delay   is   due   to   force   majeure,   and   without   the   fault   or   negligence   of   the   party   so   failing   
or   delaying.”   と し て、 も し  故 意 や 過 失 な く 不 可 抗 ⼒ 事 由 に よ り 契 約 上 の 義 務 が 履 ⾏ で き な 
かっ た 場 合 は、 契 約 の 違 反 と は み な さ れ な い  と 定 め ら れ て い る。 よっ て ブ ルー 社 の 不 履 ⾏ が 
第 17 条 に 該 当 し、 不 履 ⾏ の 性 質 を 失 う 場 合 に は レッ ド 社 は 解 除 を 主 張 で き な い。 以 下、 具 体 
的 に 検 討 す る。   

13-1.   最 低 購 ⼊ 数 の 未 達 成 は パ ン デ ミッ ク に よ る も の で あ る。   
  別 添 11 第 17 条 で は、 具 体 的 な 不 可 抗 ⼒ 事 由 と し て、   “a   cause   beyond   the   reasonable   control   of   
a   party,   which   may   include...   pandemic;   epidemic...”   が 挙 げ ら れ て い る。 2020 年 度 に 発 ⽣ し た 新 
型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 拡 ⼤ (¶33) は、   “pandemic”   に あ た る。 アー ビ ト リ ア 国 で は こ の 感 染 
拡 ⼤ に 伴っ て、 飲 ⾷ 店 に 対 し 9 ヶ ⽉ に わ たっ て 酒 類 提 供 の 中 ⽌ 要 請 が な さ れ た (¶34) 。 こ れ に 
よ り、 カ ン パ イ の 飲 ⾷ 店 向 け の 売 上 は ⼤ き く 低 下 し た が、 そ の ⼀ ⽅ で 個 ⼈ 向 け の 需 要 に は 変 
化 が な かっ た (¶34,   別 添 14) 。 実 際、 カ ン パ イ に つ い て は、 個 ⼈ 向 け 販 売 中 ⼼ に 切 り 替 え た 6 ⽉ 
か ら、 1 ヶ ⽉ で 例 年 並 み に 売 上 げ が 回 復 し て い る (¶35,   別 添 10) 。 ま た、 こ の 要 請 が 解 除 さ れ た 
後 の 2021 年 1-3 ⽉ で は、 発 泡 酒 の 影 響 が 残 り な が ら も、 ブ ルー 社 は 4,000 ケー ス (年 間 で 16,000 
ケー ス 販 売 で き る ペー ス) を 売 り 上 げ て い る (別 添 10) 。 こ の こ と か ら、  最 低 購 ⼊ 量 の 未 達 成 
に、 飲 ⾷ 店 で の 酒 類 提 供 の 中 ⽌ 要 請 が ⼤ き く 関 与 し て い た  の は 明 ら か で あ る。 よっ て、 2020 
年 は 要 請 さ え な け れ ば 最 低 購 ⼊ 量 16,000 ケー ス の 達 成 は ⼗ 分 可 能 で あっ た と い え、  不 可 抗 ⼒ 
と 最 低 販 売 量 の 未 達 成 に は 因 果 関 係 が 認 め ら れ る 。   

13-2.   ブ ルー 社 に 故 意 や 過 失 は な かっ た。   
  ブ ルー 社 は 2 回 ⽬ の 要 請 が 出 た 時 点 で、 カ ン パ イ の 販 売 を 個 ⼈ 向 け 中 ⼼ に 切 り 替 え る と い 
う 迅 速 な 対 応 を とっ た (別 添 14) 。 そ の 後 は ブ ルー 社 の 営 業 努 ⼒ に よ り コ ロ ナ 禍 で も 例 年 並 み 
の 販 売 量 を 達 成 し て い る (¶35,   別 添 10) 。 今 回 の 感 染 拡 ⼤ お よ び 酒 類 提 供 の 中 ⽌ 要 請 を 予 ⾒ お 
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よ び 回 避 す る こ と は い ず れ も 不 可 能 で あっ た。 な お、 2020 年 度 末 に 最 低 購 ⼊ 量 と 販 売 量 の 差 
で あ る 5,000 ケー ス を 買 い 増 す こ と も で き な く なっ た。 な ぜ な ら、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 
染 拡 ⼤ の 状 況 や カ ン パ イ の 賞 味 期 限 が 6 ヶ ⽉ 程 度 で あ る こ と、 倉 庫 の ス ペー ス が な かっ た こ 
と (別 添 14) を 踏 ま え る と、 ブ ルー 社 が 不 ⾜ 分 の 5,000 ケー ス を 2020 年 度 に 購 ⼊ し、 在 庫 を 抱 え 
る こ と は 事 実 上 不 可 能 だ か ら で あ る。 よっ て、 ブ ルー 社 に 過 失 が あ る 事 情 は 存 在 し な い。   

13-3.   結 論   
  し た がっ て、 2020 年 の 最 低 購 ⼊ 量 の 未 達 成 は 不 可 抗 ⼒ に よ る も の で あっ て、 別 添 11 第 17 条 
に よ り 契 約 の 違 反 と は み な さ れ ず、 レッ ド 社 が 契 約 を 解 除 す る こ と は 許 さ れ な い。     

争 点 (2)   ブ ルー 社 が 求 め た 暫 定 的 措 置 は 認 め ら れ る べ き か。   
主 張 の ⾻ ⼦   
14.   レッ ド 社 に 対 し て、 ク レ ナ イ・ カ ン パ イ 両 商 品 の グ リー ン 社 へ の 販 売 差 ⽌ め 及 び 専 属 的 
販 売 店 契 約 に 基 づ く ブ ルー 社 へ の 両 商 品 の 販 売 と い う 暫 定 的 措 置 が 認 め ら れ る べ き で あ る。   
(関 連 条 ⽂ ︓ UNCITRAL 仲 裁 規 則 第 26 条)   

  ブ ルー 社 が 求 め る 暫 定 的 措 置 は ク レ ナ イ・ カ ン パ イ 両 商 品 の グ リー ン 社 へ の 販 売 差 ⽌ め、 
ブ ルー 社 へ の 販 売 の 再 開 と い う 2 点 で あ る。 こ れ ら は 別 添 9 、 別 添 11 の 契 約 関 係 を 回 復 す る と 
い う ⽬ 的 上 不 可 分 の も の で あ り、 同 時 に 認 め ら れ て は じ め て 意 味 を 持 つ。 よっ て、 以 下 こ れ 
を 前 提 に 論 ず る。   

14-1.   ブ ルー 社 は UNCITRAL 仲 裁 規 則 第 26 条 に 基 づ き、 暫 定 的 措 置 を 請 求 す る。      
  UNCITRAL 仲 裁 規 則 第 26 条 第 1 項 お よ び 第 2 項 は、 仲 裁 判 断 が な さ れ る ま で の 現 状 維 持 ま た 
は 回 復、 あ る い は 現 在 の ま た は 差 し 迫っ た 損 害 を 防 ⽌ す る た め に 仲 裁 廷 が 暫 定 的 措 置 を 講 ず 
る こ と が で き る 旨 を 定 め て い る。   
  こ の 暫 定 的 措 置 が 認 め ら れ る た め の 要 件 は 同 条 第 3 項 で 具 体 化 さ れ て お り、 (a) で は   “Harm   
not   adequately   reparable   by   an   award   of   damages   is   likely   to   result   if   the   measure   is   not   ordered,   and   
such   harm   substantially   outweighs   the   harm   that   is   likely   to   result   to   the   party   against   whom   the   
measure   is   directed   if   the   measure   is   granted”   と し て 「損 害 賠 償 の 付 与 で は ⼗ 分 に 回 復 で き な い 
害 が ⽣ ず る 恐 れ が あ る こ と」、 お よ び そ の 損 害 が 「措 置 が 許 容 さ れ た 場 合 に そ の 措 置 に よ り 
相 ⼿ ⽅ 当 事 者 に ⽣ ず る 恐 れ が あ る 害 を、 実 質 的 に 超 え て い る こ と」、 ま た (b) で は 仲 裁 の 本 案 
に つ い て 成 功 裏 に 終 わ る 合 理 的 な 可 能 性 が あ る こ と を 説 得 的 に 論 証 す る こ と を 求 め て い る。   
  こ の う ち (b) の 要 件 に つ い て は  9  以 下 で 既 に 論 証 し て い る た め、 以 下 で は (a) の 要 件 が 満 た さ 
れ る こ と を 順 に ⽰ す。   

14-2.   暫 定 的 措 置 が 発 動 さ れ な い 場 合 に ブ ルー 社 に ⽣ じ る 損 害 は、 仲 裁 判 断 後 の 損 害 賠 償 で 
は ⼗ 分 に 回 復 す る こ と は で き な い。   
  ブ ルー 社 が 被 る 損 害 は 以 下 の 通 り で あ る。   
a.    ブ ルー 社 は、 暫 定 的 措 置 が 講 じ ら れ な け れ ば、 フェ ア で ク レ ナ イ・ カ ン パ イ 両 商 品 を 販 売 
す る こ と が で き ず、 そ れ ぞ れ 少 な く と も 1,000 ケー ス 分 の 利 益 (¶38) を 損 害 と し て 被 る。   

b.    ブ ルー 社 は 仲 裁 判 断 が 出 る ま で の 間、 カ ン パ イ・ ク レ ナ イ の 専 属 的 販 売 店 と し て 本 来 な ら 
ば 販 売 し て 得 る こ と が で き た で あ ろ う 利 益 を 失 う。   

c.    ブ ルー 社 が 国 内 最 ⼤ ⼿ の 飲 料 メー カー で あ る こ と (¶12) を 踏 ま え れ ば、 取 引 先 の 多 く は ク レ 
ナ イ・ カ ン パ イ の み な ら ず 複 数 の 商 品 を ブ ルー 社 か ら 購 ⼊ し て い た 可 能 性 が ⾼ い。 仮 に 
グ リー ン 社 が こ の ま ま ク レ ナ イ・ カ ン パ イ の 専 属 的 販 売 を 継 続 し た 場 合、 グ リー ン 社 へ 
の 乗 換 え が 進 み、 両 商 品 以 外 の 販 売 機 会 に も ⼤ き く 影 響 が 及 ぶ 恐 れ が あ る。   

d.    ク レ ナ イ・ カ ン パ イ を グ リー ン 社 が 販 売 し て い る と い う 認 識 が 取 引 先 の 飲 ⾷ 店・ ホ テ ル に 
浸 透 し た 場 合、 ブ ルー 社 が レッ ド 社 と の 専 属 的 販 売 店 契 約 の 期 間 満 了 を 迎 え て い な い に 
も か か わ ら ず、 契 約 期 間 中 に グ リー ン 社 に 取 引 先 を 奪 わ れ て し まっ た こ と が 既 成 事 実 化 
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し て し ま う。 こ の 認 識 が 広 く 浸 透 す れ ば、 ブ ルー 社 は 契 約 期 間 中 に 取 引 を 打 ち 切 ら れ て 
し ま う よ う な  不 安 定 な 会 社 で あ る と 取 引 先 や 世 間 に 誤 認 さ れ る 恐 れ  が あ る。   

e.    フェ ア に 向 け、 ブ ルー 社 は 2020 年 11 ⽉ よ り 約 1 年 間、 ク レ ナ イ や カ ン パ イ を ⼤々 的 に 販 売 
す る 準 備 を し て い た。 当 該 イ ベ ン ト は ネ ゴ ラ ン ド 国 と アー ビ ト リ ア 国 の 国 交 樹 ⽴ 100 周 年 
を 祝 う 重 要 な も の で あ り、 失 敗 は 許 さ れ な い (¶38) 。 こ こ で 暫 定 的 措 置 が 発 動 さ れ ず、 予 
定 し て い た 両 商 品 の 販 売 が で き な い 場 合、  取 引 先 や 消 費 者 の 期 待 を 裏 切 る 結 果 を 招 き、 
ブ ルー 社 の 信 ⽤ が 失 わ れ る 。 ま た、 急 に 商 品 が 提 供 さ れ な く な る こ と で、 取 引 先 で あ る 
飲 ⾷ 店 や ホ テ ル に 混 乱 を 招 く 恐 れ も あ る。   

  以 上 の よ う に、 ブ ルー 社 が 被 る ⾦ 銭 的 損 害・ ⾮ ⾦ 銭 的 損 害 は 重 ⼤ で あ り、  特 に d,   e の ⾮ ⾦ 
銭 的 損 害 に 関 し て は、 仲 裁 判 断 後 の 損 害 賠 償 で は ⼗ 分 に 回 復 で き な い 。   

14-3.   ブ ルー 社 に ⽣ じ る 上 記 損 害 は、 暫 定 的 措 置 に よっ て レッ ド 社 が 被 る 損 害 を 上 回 る。   
   グ リー ン 社 へ の 販 売 差 し ⽌ め お よ び ブ ルー 社 へ の 販 売 の 再 開 と い う 暫 定 的 措 置 が 認 め ら れ 
た 場 合、 レッ ド 社 は 終 局 判 断 ま で の 期 間、 ⼀ 時 的 に グ リー ン 社 と 新 た に 結 ん だ 契 約 に 基 づ い 
て 取 引 を す る こ と が で き な く な る。 こ れ に よっ て、 レッ ド 社 は グ リー ン 社 に 対 し て 最 低 取 引 
量 分 の 利 益 を 補 償 す る 必 要 が ⽣ じ る 可 能 性 が あ る。 ま た、 こ れ に よ り グ リー ン 社 と の 信 頼 関 
係 は 少 な か ら ず 損 な わ れ る 恐 れ が あ る。 し か し、 レッ ド 社 に ⽣ じ る 損 害 は グ リー ン 社 1 社 と 
の 関 係 の み で あ る ⼀ ⽅ で、 ブ ルー 社 は 多 く の 取 引 先 と の 信 頼 関 係 が 問 題 と な る 点 を 考 慮 す れ 
ば、 レッ ド 社 の 被 る 損 害 は ブ ルー 社 が 被 る 損 害 に ⽐ べ る と 規 模 が ⼩ さ い。   
  さ ら に、 レッ ド 社 が 被 る 損 害 に は、 暫 定 的 措 置 の 結 果 に よっ て 克 服 さ れ 得 る も の が 含 ま れ 
る。 本 件 暫 定 的 措 置 が 認 め ら れ た 場 合、 レッ ド 社 は グ リー ン 社 に 商 品 を 提 供 で き な く な る 
が、 ブ ルー 社 と は 取 引 が 再 開 さ れ る。 ブ ルー 社 も グ リー ン 社 と 同 等 の 価 格 で の 取 引 が で き る 
こ と (別 添 15) 、 グ リー ン 社 よ り ⻑ 期 に わ た る 両 商 品 の 販 売 経 験 と 販 売 網 を 有 し て い る こ と 
(¶28) を 踏 ま え る と、 ブ ルー 社 に よ る 販 売 の ⽅ が グ リー ン 社 よ り 多 く の 売 上 を 期 待 で き る。   
  ま た、 レッ ド 社 が グ リー ン 社 と 新 た に 専 属 的 販 売 店 契 約 を 結 ぶ こ と は、 レッ ド 社 の 商 品 が 
フェ ア に 出 展 さ れ る こ と で 得 ら れ る は ず で あっ た ⾦ 銭・ ⾮ ⾦ 銭 的 利 益 を 逃 す こ と を 意 味 し て 
い た。 本 件 暫 定 的 措 置 が 認 め ら れ れ ば、 レッ ド 社 は フェ ア に よっ て 両 商 品 そ れ ぞ れ 1,000 
ケー ス 分 の 利 益 を 得 ら れ る だ け で な く、 ネ ゴ ラ ン ド 国 の 商 品 に 注 ⽬ が 集 ま る 国 交 樹 ⽴ 100 周 
年 を 祝 う フェ ア で、 両 商 品 お よ び レッ ド 社 の 知 名 度 を アー ビ ト リ ア 国 内 で ⼤ き く ⾼ め る こ と 
が で き る (¶38) 。   
  こ れ ら の 利 害 衡 量 を 踏 ま え る と、  暫 定 的 措 置 に よ り レッ ド 社 が 被 る 損 害 は ブ ルー 社 の 損 害 
に ⽐ べ て 軽 微 な も の  だ と い え る。   

14-4.   結 論   
   ブ ルー 社 が 主 張 す る 暫 定 的 措 置 は UNCITRAL 仲 裁 規 則 第 26 条 に 定 め る 要 件 を 充 ⾜ す る た 
め、 仲 裁 廷 は レッ ド 社 に 対 し て 暫 定 的 措 置 を と る こ と が で き る。   

争 点 (3)   「カ ン パ イ」 の 専 属 的 販 売 店 契 約 に 関 す る 紛 争 に つ い て、 仲 裁 廷 は 権 限 を 有 す る か 
(な お、 レッ ド 社 は、 仮 に カ ン パ イ に 関 す る 紛 争 を 仲 裁 に よ り 解 決 す る 旨 の 合 意 が あ る と 認 
め ら れ た 場 合、 現 在 の 仲 裁 廷 が 事 案 を 扱 う こ と に つ い て 異 議 を 述 べ て い な い)。   
主 張 の ⾻ ⼦   
15.   別 添 11 第 15 条 (b)   “Governing   Law   and   Dispute   Resolution”   は 仲 裁 条 項 で あ り、 こ の 合 意 は 
別 添 12 第 2 条   “ASSUMPTION   OF   OBLIGATIONS”   に よっ て レッ ド 社 に 移 転 し て い る た め、 
仲 裁 廷 は 権 限 を 有 す る。   
(関 連 条 ⽂ ︓ ニュー ヨー ク 条 約 第 2 条 の 2 、 別 添 11 第 15 条 (b) 、 別 添 12 第 2 条)   

15-1.   別 添 11 第 15 条 (b) は GBA の 仲 裁 条 項 を 引 ⽤ し て お り、 有 効 な 仲 裁 合 意 で あ る。   
   ニュー ヨー ク 条 約 第 2 条 の 2 で は、 仲 裁 合 意 に つ い て、   “The   term   ‘agreement   in   writing’   shall   
include   an   arbitral   clause   in   a   contract   or   an   arbitration   agreement,   signed   by   the   parties   or   contained   
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in   an   exchange   of   letters   or   telegrams.”   と 規 定 さ れ て お り、 書 ⾯ 性 が 要 件 と さ れ て い る。 な お、 
他 の 契 約 書 に 記 載 の 仲 裁 条 項 を 引 ⽤ す る 場 合 に お い て も 書 ⾯ 性 は 否 定 さ れ ず、 有 効 な 仲 裁 合 
意 と し て 認 め ら れ る 6 。   
  本 件 に お い て、 別 添 11 第 15 条 (b) に は、   “(b)   In   case   that   any   dispute   or   controversy   arises   out   of   
or   in   relation   to   this   Agreement   between   both   parties,   these   disputes   or   controversies   shall   be   solved   
based   on   the   rules   on   dispute   resolution   in   the   General   Business   Agreement   between   the   parties.”   と あ 
り、 General   Business   Agreement   (以 下、 GBA) の   “Dispute   Resolution”   に 基 づ い て 解 決 さ れ る こ 
と を 定 め て い る。 そ の   “Dispute   Resolution”   の 内 容 は、   “...   disputes   or   controversies   shall   be   
finally   settled   by   arbitration.”   で あ り、 紛 争 は 最 終 的 に は 仲 裁 に よ り 解 決 さ れ る こ と が 規 定 さ れ 
て い る。 こ の よ う に、 本 件 の 「カ ン パ イ」 の 売 買 契 約 に つ い て、 仲 裁 に よ る 解 決 を 定 め る 
GBA の   “Dispute   Resolution”   を 引 ⽤ す る 別 添 11 第 15 条 (b) の 規 定 は、 書 ⾯ 性 の 要 件 を 充 ⾜ し、 
仲 裁 合 意 と し て 成 ⽴ し て い る。   

15-2.   別 添 12 第 2 条 に 基 づ い て、 別 添 11 第 15 条 (b) の 仲 裁 合 意 は レッ ド 社 に 移 転 す る。   
  別 添 12 第 2 条 は、  “...  As  of  the  date  of  this  Assignment,  Assignee  agrees  to  comply  with  all  the                  
terms,  make  all  payments,  and  perform  all  conditions  and  covenants  in  the  Contract  as  if  Assignee                  
were  an  original  party  therein.”  と 規 定 し て い る。 つ ま り、 譲 受 ⼈ で あ る レッ ド 社 は、 別 添 11 に      
つ い て、  契 約 の 当 初 の 当 事 者 と 同 様  に 契 約 の 全 て の 条 項 を 遵 守 し、 全 て の 条 件 お よ び 誓 約 を 
履 ⾏ す る 義 務 を 負 う。 仲 裁 合 意 で あ る 別 添 11 第 15 条 (b) は、 別 添 12 第 2 条 の 範 囲 に 含 ま れ て お 
り、 レッ ド 社 は、 仲 裁 合 意 に 拘 束 さ れ る。   

15-3.   レッ ド 社 と ブ ルー 社 の 間 に は 仲 裁 合 意 が 存 在 す る た め、 仲 裁 廷 は 権 限 を 有 す る。   
  以 上 検 討 し た 通 り、 別 添 11 第 15 条 (b) は 仲 裁 合 意 で あ り、 こ の 合 意 は、 別 添 12 第 2 条 に 基 づ 
い て レッ ド 社 を 拘 束 す る の で、 カ ン パ イ の 専 属 的 販 売 店 契 約 に 関 し て、 レッ ド 社 と ブ ルー 社 
と の 間 に 仲 裁 合 意 は 存 在 し て お り、 仲 裁 廷 は 権 限 を 有 す る。   

  
以 上   

6  Craig,   W.L.,   Park,   W.W.,   &   Paulsson,   J.    International   Chamber   of   Commerce   Arbitration    (2nd   ed.),   Oceana   Publications,   
INC.   p.   94,   (1990).   
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